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研究成果の概要（和文）：本研究では日本の障害学生支援の礎となる研究として、（１）障害学生支援における
合理的配慮の概念整理および合意形成のあり方に関する検討、（２）障害学生が修学しやすいユニバーサル・キ
ャンパスの構築、（３）より充実した障害学生支援の内容および方法の検討を目的として、多様な学問領域の専
門家が協働体制を構築し、学際的研究を推進した。本研究の遂行の結果、日本の大学における障害学生支援を実
施する上で、特に発達障害学生に対する取組に関するエビデンスの蓄積が重要であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this research, as the research which becomes the foundation of support 
for students with disabilities in Japan, the experts in various academic fields built collaborative 
team and promoted interdisciplinary research for (1) conceptualization of reasonable accommodation 
for students with disabilities and examination on how to form consensus, (2) construction of 
universal campus where students with disabilities are easy to learn , (3) examining the contents and
 methods of support for students with disabilities which is more substantial. As a result of this 
research, it was suggested that accumulation of evidence of support for students with developmental 
disabilities was important to implement support for students with disabilities in Japanese 
universities.

研究分野： 特別支援教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 2006 年に国連で可決した障害者の権利に
関する条約(以下、障害者権利条約)には、世
界各国(138 か国および欧州連合)が批准し、
共生社会の実現は国際的潮流となっている。
我が国は、2007 年に署名し現在批准に向け
た国内法の整備が急に進捗している。障害者
権利条約では、障害者の教育を受ける権利行
使における、差別禁止および機会均等の観点
から、高等教育段階を含むすべての教育段階
において障害者を包容する教育制度(インク
ルーシブ教育)等の確保が求められている。 
 こうした国際的動向およびそれを踏まえた
国内法の整備、また我が国の大学等における
障害のある学生(障害学生)の在籍数の急増と
いった現状を受けて、2012 年 6 月に、文部
科学省高等教育局に「障がいのある学生の修
学支援に関する検討会」が設けられ、はじめ
て国レベルで大学等における障害学生支援
に関する議論が行われた。同年 12 月に出さ
れた本検討会の第一次まとめ(以下、第一次ま
とめ)では、大学等における“合理的配慮”を
定義し、各大学等にその提供を求めた。これ
は従前の障害種ごとの支援の考え方からの
大きなパラダイムの転換であり、大学等にお
ける共生社会の実現に向け大きな第一歩と
なった。 
 第一次まとめでは、大学等における合理的
配慮を、「障害のある者が、他の者と平等に
「教育を受ける権利」を享有・行使すること
を確保するために、大学等が必要かつ適当な
変更・調整を行うことであり、障害のある学
生に対し、その状況に応じて、大学等におい
て教育を受ける場合に個別に必要とされる
もの」であり、かつ「大学等に対して、体制
面、財政面において、均衡を失した又は過度
の負担を課さないもの」と定義した。すなわ
ち、ここでは、個々の障害学生の教育的ニー
ズと、各大学等の体制面および財政面の状況
を照合し、合理的な範囲で配慮内容を決定す
るため、より個々の学生の教育的ニーズや意
志を尊重した支援が可能となる。 
 したがって、「誰に対して何についてどの
ように支援を行うか」という明確な基準を一
律に定めることはせずに各大学等に判断が
委ねられた。その一方で、支援実績の少ない
大学等においては、具体的な配慮内容や方法
について、少なからず困惑を生じさせている。
さらに、第一次まとめでは障害学生支援に関
する種々の課題が挙げられ、支援実績の高い
大学等が中核となり、これらの課題に積極的
に取り組み、研究や事例および支援のノウハ
ウを蓄積し、今後の我が国における障害学生
支援のあり方を築いていくことが期待され
ている。 
 こうした背景をうけて、筑波大学では障害
学生支援の先進校として、今後の我が国にお
ける障害学生支援の礎を築くために、合理的
配慮の概念整理や体制整備を軸として、支援
のハードおよびソフトの両側面から、より高

度で先進した支援の充実を目指した研究や
実践を並行して行い、その知見を集積し、共
生社会における大学等の修学環境を整備し
ていく観点から社会に還元する必要がある
と考える。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、学内外の多様な学問領域の専
門家が協働体制を構築して、学際的に取り組
むことにより、下記の課題に関する検討を目
的とした。 
（１）障害学生支援における合理的配慮の概
念整理および合意形成のあり方【研究Ⅰ】(概
念整理) 
（２）障害学生が修学しやすいユニバーサ
ル・キャンパスの構築【研究Ⅱ】(ハード面) 
（３）より充実した障害学生支援の内容およ
び方法の検討(ソフト面) 
①障害学生のキャリア支援のあり方【研究
Ⅲ】 
②障害学生支援におけるメンタルヘルスケ
アのあり方【研究Ⅳ】 
③障害学生に対する適切かつ公平な能力評
価【研究Ⅴ】 
④支援対象の多様化および支援内容の高度
化への対応【研究Ⅵ】 
⑤障害学生支援における効果的な支援体制、
支援人材の育成および確保の方法、支援の質
の評価のあり方【研究Ⅶ】 
 
３．研究の方法 
【研究Ⅰ】国内外の動向調査、歴史研究や国
際比較を通じて、我が国における合理的配慮
の概念を整理し、合意形成プロセスおよび体
制整備を検討する。 
【研究Ⅱ】大学における物理的バリアを調査
し、その解消・改善方法を学際的に検討する。 
【研究Ⅲ】障害学生のエンパワメント、セル
フアドボカシーの観点からキャリアデベロ
ップメントの支援方法を調査し、支援プログ
ラムの開発、実施、評価を行う。 
【研究Ⅳ】障害学生および支援学生の心理的
ストレスの評価方法の開発および活用を検
討する。 
【研究Ⅴ】調査および事例研究を通じて、障
害学生の適切かつ公平な能力の評価方法を
検討する。 
【研究Ⅵ】基礎的研究ならびに事例・実践研
究を通じて支援対象の多様化・高度化に対応
するための効果的かつ適切な支援方法につ
いて検討する。 
【研究Ⅶ】円滑な障害学生支援遂行のための
組織・体制の諸条件を明らかにするとともに、
理解啓発や支援者養成のためのカリキュラ
ム開発を行う。さらに、支援の質の評価方法
について検討を行う。 
 
４．研究成果 
【研究Ⅰ】障害学生支援に関する先進的な英
国の大学への視察を行った。ケンブリッジ大



学への視察を通じて、全学生数に比べて障害
学生の割合が 8.1%であり、日本における障
害学生の割合と比べても 10 倍以上に相当し
ていることが明らかとなった。また、ケンブ
リッジ大学では障害学生の内訳として、発達
障害学生等の占める割合が最も多く、諸外国
の大学では日本の現状と比べて、障害者差別
の禁止に関する法律がより早く施行されて
いたことや、発達障害を含め多くの学生の障
害を把握（アセスメント）し、積極的に支援
を行っていることが特徴として挙げられた。 
【研究Ⅱ】福祉工学の観点から、車いすを利
用する肢体不自由学生に対するハード面の
支援として、レバー駆動式車いすの動作生成
に関する基礎的検討を行った。近年では車い
す駆動による二次的障害の問題を解決する
一つの手段として、レバー駆動式車いすの利
用が注目されている。そこで、人体の運動特
性と車いすの物理的特性をモデル化し、コン
ピュータ上で車いす設計ならびに個人への
適合を合理的に行うシミュレータ開発を目
的として、順動力学シミュレーションによる
レバー駆動式車いすの動作生成を行った。そ
の結果、生成された動作は駆動周期やレバー
駆動域が実測値と定性的に一致し、提案手法
の有効性が示された。 
【研究Ⅲ】発達障害学生へのキャリア支援プ
ログラムとして、大学内の障害学生支援部
署・キャリア支援部署・外部の就労移行支援
事業所と連携して、就職活動に本格的に取り
組む前段階にいる発達障害学生（疑いを含
む）を対象とした「就職活動準備講座」を開
発し、その効果検証を試みた。学生による自
己評価と他者による行動観察の結果を比較
したところ、多くの参加者において両者に乖
離が見られ、キャリア支援を継続していく上
で重要となる学生の自己認識に関する客観
的な情報を得ることができた。 
【研究Ⅳ】学生の心理的ストレスを評価する
ためにストレスの経時的変化を客観的・定量
的にとらえるための方法を基礎研究や精神
疾患学生の臨床研究の知見から検討した。そ
の結果、疲労度とストレスを可視化するため
の評価方法に関する知見が得られた。合わせ
て、大学の保健管理センターを受診する学生
の特徴について後方視的研究を行った。その
結果、発達障害学生の精神科診療では複数の
併存疾患の割合が多いこと、罹病期間が長く、
高学年になって受診すること、他の精神障害
と比較して受診が最も遅いことなどが明ら
かとなった。 
【研究Ⅴ】障害学生支援部署を利用する障害
学生に対して、視覚障害・聴覚障害・発達障
害の障害ごとにアセスメントに関する事例
研究を行った。並行して、オーストラリアと
日本における能力評価の指針となる教育の
目的・内容・機能に関する比較調査研究を行
った。その結果、オーストラリアの大学では
8 割を超える大学で大学全体の方針として明
確な指針と合理的配慮の例示を掲げている

一方で、日本では人間性やコミュニケーショ
ン力など不明確な記述が多く見られており、
日本の各大学において障害学生への合理的
配慮の観点から、3 つの方針を明確化するこ
とが必要であることが示唆された。 
【研究Ⅵ】支援対象の多様化・高度化に対応
するために、特に近年増加傾向にあり、支援
の個別性が高い発達障害に関する基礎的研
究ならびに事例・実践研究を行った。まず、
諸外国で多く、日本では少ない現状にある発
達性ディスレクシア等の LD 成人の読み書き
における処理過程に関する基礎的研究を行
った。合わせて、発達障害に関する支援ニー
ズを評定する質問紙の妥当性を検討した。そ
の結果、ASD 関連の困り感を評定する質問紙
では、ASD の医学的診断のある学生において
診断のない学生と比べて有意に得点が高い
ことが示され、ASD のある学生の支援ニーズ
を評価する尺度として有効であることが示
された。 
【研究Ⅶ】障害学生支援において障害学生に
対して提供した合理的配慮の内容の妥当性
やその後の状況を把握するためにモニタリ
ングを行うことが推奨されている。そこで、
大学の障害学生支援部署において修学支援
を受ける発達障害学生に対して、学生による
支援の効果評価を実施した。その結果、学生
との建設的対話を通して支援の妥当性や状
況把握を行うために客観的な指標を用いた
学生自身による評価を行うことが効果的な
支援体制の構築に有効であり、個々の合理的
配慮や支援の質の向上に資することが示唆
された。 
【総括】本研究の遂行により、日本の大学に
おける障害学生支援を実施する上で、特に発
達障害学生に対する取り組みに関するエビ
デンスの蓄積が重要であることが示された。
今後は「見えない障害」である発達障害学生
への支援を特に拡充するために、発達障害を
「脳の多様性(neurodiversity)」と捉え直し、
各学生の特性に関するアセスメントに基づ
いた根拠のある支援を日本の大学において
提供するための研究へと展開し、共生社会の
加速的発展を進めることが課題である。 
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